
～道の駅「よしうみいきいき館」リニューアル計画～

NEWよしうみいきいきクルーズ船

　愛媛県を訪れる観光者数は約2300万人であり、新型コロナウイルス感染症の影響が治ま
り年々観光客が増えインバウンドも手伝い、ますます愛媛の観光は盛んになっている。ま
た、買い物の目的として来県する人が多い一方で、レクリエーションを楽しむ機会や自然
と関わる観光ができる場所をもっと提供することが課題でもある。愛媛は、住みやすい気
候や瀬戸内海をはじめとする豊かな自然がある。その中で取れた特産物や海産物とする豊
富な資源に恵まれている。そこで私は、観光客がこの豊かな自然を知らずに観光を終える
のではなく、買い物もしながら自然とつながることができる施設を提案した。そこで様々
な体験を老若男女問わず楽しみ、愛媛の魅力を多くの観光客に知らせ、より愛媛県を訪れ
る人が増えることを願った「道の駅」を設計した。また、愛媛最大の観光資源であるしま
なみ海道に目を付け、大島にある既存する「よしうみいきいき館」をリニューアルし、観
光客や地元民、サイクリストにとってより魅力的な観光スポットとなる道の駅「NEWよし
うみいきいきクルーズ船」とした。  
　道の駅「NEWよしうみいきいきクルーズ船」は、今治市吉海町にある。海鮮七輪バーベ
キューやレストラン、海鮮物を買いそのままバーベキューができる。また大島は、村上海
賊と深いかかわりがあるため、村上海賊ミュージアムをつくりいろいろな人に村上海賊に
ついて知ってもらうようにした。2階部分には、子供が遊べる広い場所やウッドデッキか
ら瀬戸内海を一望できるようにした。屋上には、海が見渡せる屋上庭園や帆がモチーフの
大きな展望台などを設けた。また来島海峡遊覧船に乗って、村上海賊の時代に思いをはせ
た潮流体験が楽しめる自然豊かな建物とした。そのもとからある機能を生かし、さらに年
齢関係なく楽しめる施設をつくり、外からも中からも迫力のある建物の外観にすることを
こだわった。この潮流体験から建物を村上海賊の関船をモチーフとしたクルーズ船のよう
にし、愛媛を旅しているかのようなワクワク感が味わえるようなつくりになっている。メ
インの入口からは屋上まで吹き抜けになっており、船底天井を採用し広々とした空間を設
けた。  
　この建物が他県から来る人々の目に留め、買い物だけでなく自然を堪能する観光が増え
るための一助となる道の駅になってほしい。また、このクルーズ船が様々な人を愛媛の旅
へもてなす船としてつなぐ架け橋となることを祈っている。 しまなみ海道地図
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1階は中央に3階までの吹き抜けになっており、

ままバーベキューができるようになっている。

左に海鮮七輪バーベキューが楽しめる半屋外

の広場があり、手前の食材コーナーからその

また、エレベーター近くにトイレと授乳室を

設け、利便性良く様々な方がつかいやすくな

ることを意識した。

屋外に出ると遊覧船乗り場があり、そこから

来島海峡や大島の広々とした自然を楽しむこ

とができる。

14世紀中から15世紀、室町幕府などの船を瀬戸内海で護衛する役割

を担っていた。村上氏は、早い潮流や狭い海峡を船行する知識や技

術を使い、瀬戸内海の主な航路や港を把握し、芸予諸島に拠点を構

えた。

海賊と聞くと、わるい、怖そうなイメージがあるがこの村上海賊は

瀬戸内海を取り締まる「海の警固番」として帆別銭や駄別料といっ

た通行料を徴収することで航路の水先案内をしたり、島々の間を通

行する便宜を図るなどとしていた。

そんな村上海賊を県民、他県の人にもっと知ってもらうべく一回に

大きな村上ミュージアムを設けた。

村上海賊とは
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１階平面図　1/150
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2階、屋上ポイント　2階部分
は、吹抜を挟んでレストラン

このレストランは、大島でと
れた豊富な海産や愛媛の郷土
料理を楽しめる。上と右側に
窓を多くし、食事をしながら
景色を見れるようにした。外
ことができる。左側のお土産
コーナー部分には、いろいろ
な種類のものが置けるよう広
い空間に、また交通状況や観
光案内の場所を作った。船の
先端には子買い物の間など子
供が楽しく過ごせるように工
夫した。全体の外側にデッキ
を置くことで様々な方向から
侵入、避難できるようになっ
ている。
　屋上は、緑を多く取り入れ
た屋上庭園とした。イベント
などができるように芝生の広
場とした。来島海峡が見える
位置に展望台を置いたり、帆
の形をした高台などを置いた
りした。スケート場で子供が
遊んでいる間に公園で大人が
休憩するなどいろいろな年代
にあった使い方ができる。

とお土産コーナーなどがある。

愛媛の特産物
①　みかんを使ったスイーツ
②　水産物やじゃこ天
③　名産のお菓子
④　砥部焼や今治タオルなど物品
⑤　道後ビールなど飲料

屋上緑化でSDGS対策 船底天井イメージ スケート場の電力は海を利用

三つのデッキで避難経路確保

３階平面図　1/150

２階平面図　1/150



食品コーナーバーベキュー会場

ホール

村上海賊ミュージアム

レストラン

お土産コーナー

子供ボールプール

子供ボールプール

ウッドデッキ

階段ホール

スケート場

7,
00
0

8
,0
00

9,
00
0

24
,0
00

Z1

Z2

Z3

Z4

庭園の先端からは2階のデッキ

に降りることができる。また、

横長の高台があるのでそこで休

憩をしたり、写真スポットとし

て利用してほしい。

船の帆の形をした展望台からは自然
を堪能でき、遠い景色を眺めること
ができる。この大きな帆が来島海峡
を渡る人の目に留まり、訪れるきっ
かけとなることを意識した。

屋根は鉄骨を使い、上から船
の帆のような膜を張った構造
にした。屋上は展望台やスケ
ート場がある屋上庭園になっ
ている。大きな曲線の屋根と
大島の海が広く見渡すことが
できる。
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